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№ 6

この会報は、地球環境保全に考慮し再生紙を使用しています。

沓名　俊裕ガバナー公式訪問

刈谷RC・知立 RC合同例会……WEB例会

〈司会：知立RCプログラム委員長〉

　12：30　１．点　鐘

　	 ２．開会宣言

	 ３．ゲスト紹介

	 ４．歓迎の辞及び会長挨拶

	 ５．ガバナー紹介

	 ６．ガバナー卓話

	 ７．謝　辞　

	 ８．閉会宣言

	 ９．点　鐘

ゲ ス ト

RI 第2760地区ガバナー� 沓名　俊裕 様（安城RC）

RI 第2760地区幹事� 細井　英治 様（安城RC）

RI 第2760地区事務長� 本間　育子 様（安城RC）

出 席

会員総数　98名　　出席免除　22名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　98名

欠　席　０名　　出席率　100％

前々回（８／２）の修正出席率 100％

歓迎の辞・ゲスト紹介及び会長挨拶

知立ロータリークラブ
大辻　　明 会長

　本日はガバナー公式

訪問です。

　沓名ガバナーに於か

れましては、緊急事態

宣言の中、知立まで

お越しいただき、誠に

ありがとうございます。

本来ですと、刈谷クラ

ブと知立クラブの合同

例会ということで多く

のメンバーに直に卓話

を聞いていただくとこ

ろではありましたが、大変残念な事でありますが、少人

数での開催となりました。本日は知立がホストとして進

行をし、刈谷クラブと合同で会長、幹事出席のもと懇談

会、食事を行った後、ガバナーの卓話を出席者のみで拝

聴という形になります。刈谷と知立とでは例会に関する

取り決めも違うことから卓話につきましてはVTR撮影

をしてその後、各クラブの判断と言うこととなりました。

ぜひとも、多くの方々に拝聴していただきたいと思います。

　さて、「日々の感染者数も減少傾向にはありますが、重

症者数も緊急事態解除の条件となってきたことから、コロ

ナウィルス感染への意識もまだまだ気が抜けない状況で

あります。ただ、ワクチン接種も進んでおり２回目接種が

50％を超えてきたということで経済活動のため制限の緩

和を進める提案が新型コロナウィルス感染症対策本部か

ら出されています。当クラブでもワクチン接種状況から例

会開催の緩和策を講じたらどうだという意見などあります

が、ワクチン接種は重症化を防ぐためのもので感染を防ぐ
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ものでないことから、今しばらく見合わせたいと考えます。

ただ、「準備としてワクチン接種済証明等のコピーなど提

出していただいておれば順次、スムーズに進むのではない

かと思います。」と、９月15日の例会でお話をさせていた

だいたところ、先日11月に行われる第2760地区大会の入

場条件が①２回のワクチン接種②直前のPCR検査・抗原

検査での陰性のどちらかという事で、すでにそのような環

境作りをされているクラブもあるかとは思いますが、当ク

ラブも早速準備だけは進めてまいりたいと思っております。

と言っても、私が先週末に１回目のワクチン接種を済ま

せたばかりで遅れているのですが、インフルエンザのワ

クチン接種もしたことがないので。基本的には注射が嫌

いと言うことです。

　話は変わりますが今年度、会長挨拶をするに当たり、

自分の事を少しでも多く分かっていただけるように自分

に関するエピソードと仕事である鉄スクラップの相場の

話をさせていただいております。と言うことで

　本日もお約束通り「鉄スクラップ」の相場の話をいたします。

　９／９より関東地区の相場が値下がりいたしました。

しかし、その後９／ 15に瀬戸内地区が反発し９／ 18に

東京製鉄／宇都宮工場と岡山工場の海上の値段以外が値

上がりいたしました。この値上げは関東での内陸と湾岸

での値段の格差の広がりにより京浜地区で荷を集め易く

し、東京製鉄／田原工場に多くの船送りを（船に荷物を

積んで送る行為）すること、岡山地区の荷を集まり易く

することで集荷が進むことに期待されるとの判断による

ものです。しかし、スクラップの輸出価格も上がってお

り、各地区ではメーカーが追随し価格を上げてきており

ますので全国的に鉄スクラップの相場が上向いてきてい

ると思われます。製品の値上げ交渉が進む中、スクラッ

プの相場が下がると説得力がなくなるとの判断も見受け

られ、当地区の自動車関連会社の減産により発生薄が懸

念されていることも要因とされるでしょう。本日９／

22より、当地区も値上がりを発表しております。

　昨日、誕生日を迎え63歳となりました。多くの方から

バースデーメッセージをいただき、ありがとうございま

した。未だに「誕生日、おめでとう」と言われると、な

かなか照れくさいし「いい年なんだから」と思う。誕生

日は子供の成長を祝う意味から「おめでとう」と言うが、

もう一つ、この世に生を受ける選択をしてくれた母親に

「生んでくれて、ありがとう」と感謝する日であると30

年前に教わりました。そんなことに感化された私は母に

「生んでくれて、ありがとう」と言った時の照れ臭かった

ことを未だに覚えています。それ以来、言葉にはしてい

ませんが生んでくれたことを感謝している今日この頃で

あります。そんな母も一か月前に85歳となり元気、元気。

今度は長寿を祝う言葉「おめでとう」を言おうと思います。

ガ バ ナ ー 紹 介

刈谷RC　野村紀代彦 会長

卓 話

ガバナー　沓名　俊裕　 様

　７月に就任しました

2021―22年度ガバナー

沓名俊裕です。安城

ロータリークラブ所属

です。

　2021年２月１日から

11日まで国際協議会が

開催され、全世界のガ

バナーエレクトがオン

ラインで集合し研修を

受けました。本来なら

オーランドの予定でし

たが新型コロナウイルス感染拡大の影響によりオンライ

ンになりました。

　今年度国際ロータリー会長はシェカール・メータ氏

です。インド西ベンガル州のカルカッタ―マハナガル

ロータリークラブ所属です。RI テーマは「SERVE TO 

CHANGE LIVES　奉仕しよう　みんなの人生を豊かに

するために」まず会員増強に力を入れ、130万人にする

ために一人が一人を入会させようと言っています。また

女性のエンパワメントに対し、多様性・公平性・開放性

に重点をおいた活動を勧めています。そして、ロータリー

奉仕デーの実施です。第2760地区はWFFを開催いたし

ますが、10月９日10日を延期し、４月頃に開催する予定

にしています。

　地区の方針は「チェンジロータリー　新時代への成長

に～コロナゼロ・カーボンゼロ支援～人類を救うロータ

リーになろう」としました。コロナゼロ・カーボンゼロ

支援に重点をおいた奉仕活動をお願いします。コロナの

影響で個人、企業、地域が疲弊しています。カーボンゼ

ロはCO2排出をどのように食い止めるのか。目の前の

危機の新型コロナウイルス感染、長期的な危機の環境問

題。この２つの世界的な危機を救うロータリーになりま

しょう。ロータリーとして何ができるのか、一人一人が

意識をもって行動することが大切だと思います。

　行動方針として①クラブの発展なくしてロータリーの

発展なし。84クラブが元気になるために地区は最善を尽

くして応援します。②チェンジロータリー。時代の変化

に対応し、外向きの奉仕活動ができるロータリークラブ

に代わることが必要です。③会員の基盤を広げよう。地

区の目標は5,000名です。特に女性会員を増やしましょ

う。④ロータリー奉仕デーの実施。テーマはコロナゼロ・

カーボンゼロ支援で統一します。テーマを統一すること

で地域への認知度が高くなり評価が向上します。WFF

は延期になりますが、ロータリーのイメージ向上には非

常に意味のあるイベントですので必ず実施いたします。

⑤ロータリアンとしての誇りを高めよう。ロータリーの

重点項目の活動を、財団の補助金を利用し、よりインパ

クトのある事業をし、世界に社会貢献できるロータリー

になりましょう。それがロータリーブランドの向上につ

ながります。⑥ロータリーファミリーとの連携を強化し

よう。若い人たちと交流し、若い力でロータリーを活性

化しましょう。⑦ロータリー賞・ガバナー特別賞にチャ

レンジしよう。⑧国際大会へ参加しよう。６／４～６／

８、ガバナーナイトは６／４です。是非登録をお願いし

ます。

　１年間どうぞよろしくお願いいたします。

　ご清聴ありがとうございました。
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